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１．はじめに  

（一社）日本橋梁建設協会（以下 橋建協）は、昭和３９年の発足以来、鋼橋の建設を通じて社会に貢

献することを目指し、鋼橋の長寿命化推進・技術伝承・人材育成・啓蒙活動などについて取り組んでいる。

これらの取組のうち、鋼橋の一般への周知活動を戦略広報ＷＧ（通称みかんＰＪ）にて 2019 年度から行っ

ており 1)、本稿では 2020 年度の活動実績を報告する。 

２．戦略広報ＷＧ骨子 

１）ＷＧ構成：公募による協会加盟会社１２社１２名の若手社員にて実施（その他運営メンバーあり） 

２）活動状況：2020/7～2021/6 の期間で月１回定期的に集まり、リモートも併用してＷＧを開催 

３）活動方針：「人材を確保するために、橋梁業界の興味・認知を向上させる広報戦略を提案する」 

ことを目途に、ファシリテーションのスキルを活かし検討を行う 

 
  

 
 

写真-1 活動の様子 

３．活動内容 

１）2019 年度合意事項 

2019 年度までに決定したターゲット・ＰＲポイント・手段を以下に示す。 

ターゲット ：中学生・高校生 

ＰＲポイント：「カッコイイ」「デカイ」「オーダーメイド」「社会貢献ができる」「街のシンボル」 

手段    ：SNS の活用、イメージキャラクターの考案・活用、タグラインの作成・活用 

２）活動状況 

（１）SNS の活用（橋建協公式 Instagram、Twitter） 

2020 年 2 月に公式として運用を開始した Instagram は、各委員が月１回以上投稿することを目標に分

散投稿を行っている。その結果、フォロワー数は 1450 人弱（2021 年 3 月 22 日時点）となり、前年と比

べて約 1200 人の増加となった。2021 年 1 月～2 月に開催した「橋の写真コンテスト」で約 200 人増加

（応募数 400 以上）しており、今後も随時企画を行っていく方針である。また、中高生への発信範囲拡

大および Instagram との相乗効果を図るために、2020 年 11 月に Twitter を開設し、2021 年 2 月に公式

運用となった。Twitter の投稿内容・方針の検討を進めて、Instagram との差別化を図る。 

（２）イメージキャラクターの活用 

前年度作成したキャラクターの名前を検討し、「ケン・ブリッちくん」に決定した。その他詳細設定 
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も検討を行っており、一部は Instagram2)にて紹介している。また、シールや LINE スタンプなどの新規グ

ッズ作成や、他社とのコラボ製品となる LaQ（パズルブロック）やぬいぐるみの製作にも取り組んでいる。

他、小学生向けの図鑑本作成などによるキャラクター展開なども行う予定である。 

 
写真-2 Instagram 紹介 

 
図-1 ケン・ブリッちくん 

 
写真-3 LaQ 完成写真 

 

（３）タグラインの活用 

 2019 年度提案した「架ける つなぐ 支える」は業界内外への周知を図るため、名刺の協会マーク下

へ追加することとした。また、一般の方が親しみを持てるように、協会ホームページ内に当ＷＧ活動ペ

ージを新設し、タグラインコンセプトの記載を予定している。 

（４）その他、周知活動 

 上記 3 つの取り組みの他に、各種イベントへの参加やＷＧの周知活動を行った。概要を以下に示す。 

  ・学校向業界紹介（正智深谷高等学校／木更津工業高等専門学校／明石工業高等専門学校／秋田大学） 

・協会ホームページ内にＷＧ活動ページ作成 

 ・業界紙（日刊建設工業新聞、技士会だより）への寄稿 

 ・雑誌「東京人」による取材対応 

 ・狭山池博物館やインフラテクコンなどのイベント参加 

 ・他土木広報活動団体との意見交換、討論会への参加 

 ・i-Bridge ロゴ作成 

３．終わりに 

2019 年度までの活動を評価され、橋建協から会長特別賞を表彰い

ただいた。協会内でも活動内容を評価いただき、委員一同より一層

身の引き締まる思いである。活動に対する所感を以下に示す。 

・提案したコンテンツを運用し、成果を得られた 

 ・リモートツール（Ｚｏｏｍ）を用いた画期的なＷＧを開催し、

コロナ禍においても積極的な活動を行うことができた 

 ・鋼橋の魅力発信を通じ、自らの仕事の意義を再認識できた 

 ・対面イベントの中止が多く、一般へ周知する機会が少なかった 

 ・ＷＧ内活動は活発だったものの、委員所属会社を含めた協会各

社への周知や、活動への巻き込みが十分ではなかった 

最後に、橋建協の方々をはじめとして支えていただいた関係者の

皆様に、深く御礼申し上げます。 
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図-2 – i-Bridge ロゴ 
 

 
写真-4 表彰式の様子 
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